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プリント 名前

問1 水150gが入ったビーカーに、溶質としてエタノール100gを加えて完全にかき混ぜ、均一な溶液を作りました。この溶液の質量パーセント濃度
は何％ですか。 （2021年 広島県公立入試 類似）

1. 66.7％ 2. 25％ 3. 60％ 4. 40％

問2 検流計をつないだコイルに対して棒磁石を動かし、誘導電流を発生させる実験を行います。この実験において、誘導電流が発生しない条件とし
て正しいものはどれですか。 （2019年 広島県公立入試 類似）

1. コイルを固定したまま、磁石をコ
イルの内部に向かって近づける。

2. 磁石のS極を、速いスピードでコ
イルから遠ざける。

3. 非常に強い磁力を持つ磁石を、コ
イルのすぐそばで静止させておく。

4. 磁石を固定したまま、コイルを磁
石から遠ざけるように動かす。

問3 亜鉛と銅を電極にしたダニエル電池の電圧は1.08Vですが、マグネシウムと銅を電極にした電池では1.68Vの電圧が測定されました。この結果か
ら、使用した金属の「イオンへのなりやすさ」についてどのようなことが言えますか。 （2022年 広島県公立入試 類似）

1. マグネシウムは銅よりもイオンに
なりにくいため、大きな電圧が生じ
た。

2. マグネシウムと亜鉛のイオンへの
なりやすさは等しく、銅の状態が変
化した。

3. 亜鉛はマグネシウムよりもイオン
になりやすいため、銅との差がより
小さくなった。

4. マグネシウムは亜鉛よりもイオン
になりやすいため、銅との差がより
大きくなった。

問4 小腸の内側の壁には無数の柔毛が存在し、非常に複雑な凹凸構造をつくっている。このような構造を持つことは、栄養分を吸収する上でどのよ
うな利点があるか。その理由として最も適切な説明を選べ。 （2015年 広島県公立入試 類似）

1. 表面積が非常に大きくなるため、
栄養分を効率よく吸収できる。

2. 消化液の分泌量を増やし、栄養分
の分解をさらに進めることができる
。

3. 食物の移動速度を遅くし、消化に
かかる時間を十分に確保できる。

4. 消化管の容積を大きくすることで
、一度に多くの食物を溜めることが
できる。

問5 熱くなったやかんの側面に、直接触れないように手を近づけたとき、やかんに触れていないにもかかわらず熱さを感じることがあります。この
現象が起こる仕組みとして最も適切な説明はどれか。 （2015年 広島県公立入試 類似）

1. やかんから放出された電磁波が手
に直接届き、そのエネルギーが熱に
変わるため。

2. やかんの熱によって温められた空
気が、上昇気流となって手に届くた
め。

3. やかんを構成する金属の原子の振
動が、空気を介して直接手に伝わる
ため。

4. やかんの周りにある水蒸気が手の
表面で液体に変わり、潜熱を放出す
るため。

問6 物質が水に溶けたときに、陽イオンと陰イオンに分かれる「電離」が起こり、その水溶液が電流を流すことができるようになる物質を何という
か、最も適切な名称を選びなさい。 （2024年 広島県公立入試 類似）

1. 非電解質 2. 電解質 3. 絶縁体 4. 導体

問7 太陽の高度が非常に低いときや、雲によって光が散乱しているときに、物体の影が地面に形成されず、見えなくなることがあります。この現象
が起こる理由として、光の性質から説明したものとして最も適切なものはどれですか。 （2022年 広島県公立入試 類似）

1. 光の直進性が強まり、物体を透過
して影になる隙間を埋めてしまうた
め

2. 光が空気中の微粒子によって散乱
し、本来影になるはずの部分にも周
囲から光が差し込むため

3. 光が物体の表面で全反射し、物体
の背後にすべての光が回り込むため

4. 太陽高度が低いと光の波長が長く
なり、物体に当たっても影を作らず
にすり抜けるため

問8 土の中に生息する微生物がデンプンを分解する能力を比較する実験を行いました。2つの異なる土から得た上澄み液にデンプン溶液を加え、48時
間放置したところ、どちらの試験管もヨウ素液に反応しなくなりました。分解能力の優劣をより明確に判定するために、反応条件をどのように
変更するのが適切ですか。 （2023年 広島県公立入試 類似）

1. ヨウ素液の濃度を高くして、わず
かなデンプンの残りを確認しやすく
する

2. デンプン溶液の量を増やして、微
生物が働きやすい環境を作る

3. 放置する時間を72時間に延長して
、完全に分解されるのを待つ

4. 放置する時間を24時間に短縮して
、分解の進行度合いを比較する

問9 植物の根の先端付近における細胞分裂を顕微鏡で観察したとき、染色体が細胞の両端へ移動した後に見られる、植物細胞特有の変化として適切
なものはどれですか。 （2016年 広島県公立入試 類似）

1. 細胞のまわりが外側からくびれる
ようにして、細胞質が二分される。

2. 細胞の中央付近に新しいしきり（
細胞板）ができ、細胞質が二分され
る。

3. 染色体が再び細胞の中央に集まり
、一つの大きな核に合体する。

4. 核が形を変えないまま中央で二つ
にちぎれ、新しい細胞に分かれる。

問10 土の中の微生物がデンプンを分解することを確かめる実験において、土と水を混ぜて静置した後の「上澄み液」を使用するのはなぜですか。ま
た、微生物による働きであることを証明するために必要な操作として適切なものはどれか、次の中から選びなさい。 （2023年 広島県公立入試 類似）

1. 試験管内の温度を一定に保ちやす
くするため。また、光を遮断した暗
所に置いて分解が進むかを確認する
。

2. ヨウ素液が土の成分と反応するの
を防ぐため。また、デンプン溶液の
代わりに砂糖水を用いた試験管を準
備する。

3. 微生物を上澄み液の中に濃縮させ
るため。また、土の量を2倍に変えた
試験管を準備して反応速度を比較す
る。

4. 土の粒子が色の変化を妨げないよ
うにするため。また、煮沸して微生
物を死滅させた上澄み液を用いた対
照実験を行う。

問11 コイルの内部の磁界を変化させることによって、コイルに電圧が生じて電流が流れる現象を何といいますか。最も適切な名称を答えなさい。
（2015年 広島県公立入試 類似）

1. 電磁誘導 2. 静電気誘導 3. 電磁力 4. 磁化

問12 北半球において、夏至の日に太陽が一日中沈まない「白夜」という現象が起こる範囲の境界、すなわち白夜が見られる南限の緯度は何度ですか
。 （2022年 広島県公立入試 類似）

1. 北緯34.2度 2. 北緯90.0度 3. 北緯66.6度 4. 北緯23.4度

問13 1m³の空気の中に含むことができる水蒸気の最大量を何といいますか。 （2017年 広島県公立入試 類似）

1. 湿度 2. 露点 3. 蒸散量 4. 飽和水蒸気量
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答え合わせ・解説
問1 答え 4

40％
質量パーセント濃度を求める公式は「（溶質の質量 ÷ 溶液全体の質量）× 100」です。この
問題では溶質がエタノール100g、溶媒が水150gなので、溶液全体の質量は100g ＋ 150g ＝
250gとなります。したがって、(100 ÷ 250) × 100 ＝ 40となり、40％が正解となります。
溶媒の質量（150g）だけで割らないよう注意が必要です。

問2 答え 3
非常に強い磁力を持つ磁石を、コイルのすぐ
そばで静止させておく。

誘導電流が発生するためには、コイル内部の磁界の変化が必要です。磁石がどれほど強くても
、コイルとの相対的な位置関係が変わらず静止している状態では、磁力線の本数に変化が生じ
ないため電磁誘導は起こりません。他の選択肢のように、磁石とコイルの距離が変化する場合
は、磁界が変化するため誘導電流が発生します。

問3 答え 4
マグネシウムは亜鉛よりもイオンになりやす
いため、銅との差がより大きくなった。

金属には陽イオンへのなりやすさ（イオン化傾向）の順序があり、2種類の金属のこの性質の
差が大きいほど電池の電圧は高くなります。マグネシウム、亜鉛、銅の順でイオンになりやす
いため、マグネシウムと銅の組み合わせは、亜鉛と銅の組み合わせよりも性質の差が大きく、
結果として高い電圧（1.68V）を示します。

問4 答え 1
表面積が非常に大きくなるため、栄養分を効
率よく吸収できる。

小腸の壁に無数の柔毛があることで、単純な筒状の構造である場合に比べて表面積が劇的に大
きくなる。表面積が大きければ、それだけ分解された栄養分が小腸の壁に触れる機会が増える
ため、短時間で効率よく体内に吸収することが可能になる。

問5 答え 1
やかんから放出された電磁波が手に直接届き
、そのエネルギーが熱に変わるため。

熱源の横に手をかざした場合、温まった空気は上に流れる（対流）ため、横方向への熱の移動
には放射が大きく関与しています。熱源から出た電磁波が直接手に届き、吸収されて熱エネル
ギーに変換されることで、直接触れていなくても熱さを感じます。

問6 答え 2
電解質

物質が水に溶けて陽イオンと陰イオンに分かれる現象を電離と呼びます。電離によって生じた
イオンが水溶液中を自由に移動することで、電気を運ぶ役割を果たすため、このような性質を
持つ物質を電解質と定義します。一方で、砂糖のように水に溶けても電離しない物質は非電解
質と呼ばれます。

問7 答え 2
光が空気中の微粒子によって散乱し、本来影
になるはずの部分にも周囲から光が差し込む
ため

影ができるのは、光が直進するために物体に遮られた背後へ光が届かないからです。しかし、
太陽高度が極端に低い場合や曇天時などは、光が空気中の分子や水滴によって散乱され、あら
ゆる方向から光が差し込むようになります。これにより、物体の背後の「光が遮られるべき領
域」にも光が回り込んで届くため、周囲との明暗の差がなくなり、影が見えなくなるという原
理が働きます。

問8 答え 4
放置する時間を24時間に短縮して、分解の進
行度合いを比較する

どちらの試験管もデンプンが完全に分解されてしまった状態では、どちらの分解速度が速かっ
たのかを比較することができません。分解能力の差を調べるには、分解が完了する前の段階で
観察を行う必要があります。そのため、放置時間を短く設定するなど、反応条件を調整して分
解の途中の状態を比較することが重要です。

問9 答え 2
細胞の中央付近に新しいしきり（細胞板）が
でき、細胞質が二分される。

植物細胞の体細胞分裂では、染色体が両端に分かれた後、細胞の中央付近に細胞板と呼ばれる
新しい仕切りが作られることで、細胞質分裂が行われます。動物細胞のように外側からくびれ
るのではなく、内側から仕切りができるのが植物細胞の特徴です。

問1
0

答え 4
土の粒子が色の変化を妨げないようにするた
め。また、煮沸して微生物を死滅させた上澄
み液を用いた対照実験を行う。

土そのものを試験管に入れると、ヨウ素反応による色の変化が見えにくくなるため、微生物を
含む上澄み液を利用します。さらに、その変化が「微生物の働き」によるものであることを証
明するためには、煮沸によって微生物を殺した液を用意し、それ以外は全く同じ条件で実験を
行う「対照実験」が不可欠です。

問1
1

答え 1
電磁誘導

コイルを貫く磁界が変化した際に、その変化を妨げる向きに電圧が発生する現象を電磁誘導と
呼びます。このとき流れる電流は誘導電流と呼ばれます。これに対し、帯電した物体を近づけ
たときに電荷が移動する現象は静電気誘導、磁界中の電流が受ける力は電磁力であり、混同し
ないよう注意が必要です。

問1
2

答え 3
北緯66.6度

地球の地軸は公転面に対して垂直な方向から23.4度傾いています。夏至の日は、北極側が太陽
に向かって最も傾くため、北緯66.6度（90度－23.4度）より北の地域では、自転しても太陽
光が当たり続けることになります。この北緯66.6度のラインが、白夜が起こる南限の境界とな
ります。

問1
3

答え 4
飽和水蒸気量

空気が保持できる水蒸気の最大量は気温によって決まっており、この限界の値を飽和水蒸気量
と呼びます。気温が高いほど空気が含むことのできる水蒸気量は多くなり、気温が低くなるほ
どその量は小さくなるという性質があります。


